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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第48期
第２四半期
連結累計期間

第49期
第２四半期
連結累計期間

第48期

会計期間
自2019年４月１日
至2019年９月30日

自2020年４月１日
至2020年９月30日

自2019年４月１日
至2020年３月31日

売上高 （千円） 12,020,833 5,202,674 26,253,855

経常利益又は経常損失（△） （千円） △144,695 △767,216 423,740

親会社株主に帰属する当期純利益

又は親会社株主に帰属する四半期

純損失（△）

（千円） △112,355 △808,692 254,290

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △109,676 △804,420 238,428

純資産額 （千円） 16,563,561 15,969,026 16,911,666

総資産額 （千円） 19,855,260 18,532,427 18,981,543

１株当たり当期純利益又は１株当

たり四半期純損失（△）
（円） △19.77 △146.26 45.35

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 83.4 86.1 89.0

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △443,463 △955,456 865,043

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 237,576 △26,086 459,262

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △196,357 408,339 △594,095

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 6,439,170 6,996,950 7,570,149

 

回次
第48期
第２四半期
連結会計期間

第49期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自2019年７月１日
至2019年９月30日

自2020年７月１日
至2020年９月30日

１株当たり四半期純損失（△） （円） △10.94 △83.00

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であり、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。また、潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1) 財政状態及び経営成績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、世界的にも新型コロナウイルス感染症の流行が収まらない

中で、社会経済活動が国内外で段階的に再開されたことに伴い、一部に持ち直しの動きが見られてはおります

が、７月以降の新型コロナウイルス感染症の再拡大に加え、豪雨による自然災害や、酷暑などの異常気象の発生

による経済停滞の影響が大きく、先行きの見通しは、依然不透明な状況で推移しました。

　外食産業におきましては、ＧｏＴｏキャンペーンなどの支援策を受け、個人消費に持ち直しの動きが見られた

ものの、消費者の生活防衛意識や節約志向は依然根強く、消費回復の足取りは重いまま、厳しい経営環境が続き

ました。

　このような状況の中、引き続き当社グループにおいては、当社ビジョン「おいしい出会いを創りたい」の実

現、及び更なる企業価値向上を図るべくコア事業（卸売り事業）への集中やグループシナジーの強化に注力して

参りました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の財政状態及び経営成績は以下のとおりとなりました。

① 財政状態

（資産の状況）

　当第２四半期連結会計期間末における資産の残高は、185億32百万円（前連結会計年度末は189億81百万円）

となり、4億49百万円減少いたしました。商品及び製品の増加（14億30百万円から16億66百万円、2億36百万円

増）があったものの、現金及び預金の減少（76億20百万円から70億46百万円、5億73百万円減）並びに受取手

形及び売掛金の減少（21億10百万円から20億61百万円、49百万円減）が主な要因であります。

（負債の状況）

　当第２四半期連結会計期間末における負債の残高は、25億63百万円（前連結会計年度末は20億69百万円）と

なり、4億93百万円増加いたしました。未払法人税等の減少（1億51百万円から15百万円、1億35百万円減）が

あったものの、短期借入金の増加（32百万円から4億97百万円、4億65百万円増）並びに支払手形及び買掛金の

増加（10億99百万円から12億23百万円、1億24百万円増）が主な要因であります。

（純資産の状況）

　当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は、159億69百万円（前連結会計年度末は169億11百万

円）となり、9億42百万円減少いたしました。親会社株主に帰属する四半期純損失8億8百万円並びに剰余金の

配当1億38百万円が主な要因であります。

② 経営成績

　当第２四半期連結累計期間の経営成績は、売上高52億2百万円（前年同四半期比56.7％減）、営業損失8億19

百万円（前年同四半期は営業損失1億76百万円）、経常損失7億67百万円（前年同四半期は経常損失1億44百万

円）、親会社株主に帰属する四半期純損失8億8百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失1

億12百万円）となりました。

　なお、当社グループは、業務用加工食材事業の単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省略し

ております。
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(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前第２四半期連結累計

期間に比べ5億57百万円増加し、69億96百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における営業活動の結果使用した資金は、9億55百万円（前第２四半期連結累計期

間は4億43百万円の支出）となりました。これは主に仕入債務の増加額1億27百万円があったものの、税金等調整

前四半期純損失7億67百万円、たな卸資産の増加額2億56百万円並びに法人税等の支払額1億31百万円により、資

金が減少したことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における投資活動の結果使用した資金は、26百万円（前第２四半期連結累計期間は

2億37百万円の収入）となりました。これは主に有価証券の償還による収入18億円があったものの、有価証券の

取得による支出18億円並びに有形固定資産の取得による支出25百万円により、資金が減少したことによるもので

あります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における財務活動の結果得られた資金は、4億8百万円（前第２四半期連結累計期間

は1億96百万円の支出）となりました。これは主に短期借入金の返済による支出3億93百万円並びに配当金の支払

額1億38百万円があったものの、短期借入による収入8億61百万円並びに長期借入による収入1億円により、資金

が増加したことによるものであります。

 

(3) 経営方針・経営戦略等

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(4) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

 

(5) 研究開発活動

　該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（1）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 21,870,000

計 21,870,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2020年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2020年11月６日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,769,040 5,769,040

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 5,769,040 5,769,040 － －

 

（2）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（3）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（4）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2020年７月１日～

2020年９月30日
－ 5,769,040 － 2,344,021 － 2,295,156
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（5）【大株主の状況】

  2020年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（百株）

発行済株式
（自己株式を
除く。）の総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

有限会社ニシムラ 岐阜県岐阜市菅生２丁目６－１ 14,920 26.98

ジーエフシー取引先持株会 岐阜県羽島郡笠松町田代978－１ 6,991 12.64

ジーエフシー従業員持株会 岐阜県羽島郡笠松町田代978－１ 2,454 4.44

株式会社十六銀行 岐阜県岐阜市神田町８丁目26 2,430 4.39

株式会社大垣共立銀行

(常任代理人　株式会社日本カストディ

銀行　代表取締役社長　渡辺　伸允)

岐阜県大垣市郭町３丁目98

(東京都中央区晴海１丁目８－12)
1,890 3.41

西村牧子 岐阜県岐阜市 1,820 3.29

西村悦郎 岐阜県岐阜市 1,700 3.07

西村美枝子 岐阜県岐阜市 1,700 3.07

ＴＨＥ　ＨＯＮＧＫＯＮＧ　ＡＮＤ　

ＳＨＡＮＧＨＡＩ　ＢＡＮＫＩＮＧ　

ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ　ＬＴＤ　

－　ＳＩＮＧＡＰＯＲＥ　ＢＲＡＮＣ

Ｈ　ＰＲＩＶＡＴＥ　ＢＡＮＫＩＮ

Ｇ　ＤＩＶＩＳＩＯＮ　ＣＬＩＥＮ

Ｔ　Ａ／Ｃ　8221－563114

（常任代理人　香港上海銀行東京支

店　カストディ業務部　Ｓｅｎｉｏ

ｒ　Ｍａｎａｇｅｒ，Ｏｐｅｒａｔｉ

ｏｎ　小松原　英太郎）

10　ＣＯＬＬＹＥＲ　ＱＵＡＹ　ＯＣＥＡ

Ｎ　ＢＵＩＬＤＩＮＧ　ＳＩＮＧＡＰＯＲ

Ｅ　0104

 

（東京都中央区日本橋３丁目11-１）

1,291 2.33

ＴＨＥ　ＨＯＮＧＫＯＮＧ　ＡＮＤ　

ＳＨＡＮＧＨＡＩ　ＢＡＮＫＩＮＧ　

ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ　ＬＩＭＩＴ

ＥＤ　－　ＨＯＮＧ　ＫＯＮＧ　ＰＲ

ＩＶＡＴＥ　ＢＡＮＫＩＮＧ　ＤＩＶ

ＩＳＩＯＮ　ＣＬＩＥＮＴ　Ａ／Ｃ　

8028－394841

（常任代理人　香港上海銀行東京支

店　カストディ業務部　Ｓｅｎｉｏ

ｒ　Ｍａｎａｇｅｒ，Ｏｐｅｒａｔｉ

ｏｎ　小松原　英太郎）

ＬＥＶＥＬ　13　ＨＳＢＣ　ＭＡＩＮ　Ｂ

ＵＩＬＤＩＮＧ　1　ＱＵＥＥＮ’Ｓ　Ｒ

ＯＡＤ　ＣＥＮＴＲＡＬ　ＨＯＮＧ　ＫＯ

ＮＧ

 

（東京都中央区日本橋３丁目11-１）

 

722 1.30

計 － 35,918 64.96
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（6）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2020年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 240,200 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 5,528,300 55,283 －

単元未満株式 普通株式 540 － －

発行済株式総数  5,769,040 － －

総株主の議決権  － 55,283 －

 

②【自己株式等】

    2020年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

ジーエフシー株式会社
岐阜県羽島郡笠松町田代

978-１
240,200 － 240,200 4.16

計 － 240,200 － 240,200 4.16

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2020年７月１日から2020

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（1）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,620,149 7,046,950

受取手形及び売掛金 2,110,288 2,061,157

有価証券 900,000 900,000

商品及び製品 1,430,164 1,666,865

原材料及び貯蔵品 76,778 96,239

その他 110,071 92,373

貸倒引当金 △4,740 △4,930

流動資産合計 12,242,711 11,858,655

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 652,293 621,760

機械装置及び運搬具（純額） 80,660 72,058

土地 3,778,055 3,778,055

その他（純額） 90,920 78,141

有形固定資産合計 4,601,929 4,550,015

無形固定資産 72,442 67,612

投資その他の資産   

投資有価証券 1,677,742 1,680,711

繰延税金資産 90,232 59,303

退職給付に係る資産 149,391 172,534

その他 171,337 162,734

貸倒引当金 △24,243 △19,137

投資その他の資産合計 2,064,460 2,056,145

固定資産合計 6,738,832 6,673,772

資産合計 18,981,543 18,532,427
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,099,389 1,223,998

短期借入金 32,000 497,178

1年内返済予定の長期借入金 42,480 42,580

未払法人税等 151,133 15,440

賞与引当金 137,807 108,213

役員賞与引当金 5,423 1,773

その他 233,680 224,123

流動負債合計 1,701,914 2,113,307

固定負債   

長期借入金 43,600 122,260

役員退職慰労引当金 81,964 86,673

退職給付に係る負債 171,892 174,655

その他 70,506 66,506

固定負債合計 367,962 450,094

負債合計 2,069,876 2,563,401

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,344,021 2,344,021

資本剰余金 2,295,156 2,295,156

利益剰余金 12,633,580 11,686,667

自己株式 △351,467 △351,467

株主資本合計 16,921,290 15,974,377

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △6,218 △2,126

為替換算調整勘定 △3,405 △3,225

その他の包括利益累計額合計 △9,623 △5,351

純資産合計 16,911,666 15,969,026

負債純資産合計 18,981,543 18,532,427
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（2）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

売上高 ※１ 12,020,833 ※１ 5,202,674

売上原価 10,024,172 4,408,164

売上総利益 1,996,660 794,509

販売費及び一般管理費 ※２ 2,173,394 ※２ 1,614,279

営業損失（△） △176,733 △819,770

営業外収益   

受取利息 13,312 11,758

受取配当金 2,214 2,555

受取賃貸料 2,889 3,860

補助金収入 － 22,536

貸倒引当金戻入額 － 313

為替差益 12,788 2,276

その他 5,564 10,958

営業外収益合計 36,770 54,258

営業外費用   

支払利息 4,251 1,704

自己株式取得費用 480 －

営業外費用合計 4,732 1,704

経常損失（△） △144,695 △767,216

特別利益   

固定資産売却益 94 －

投資有価証券売却益 3 －

特別利益合計 98 －

特別損失   

固定資産除却損 1,380 176

特別損失合計 1,380 176

税金等調整前四半期純損失（△） △145,977 △767,392

法人税、住民税及び事業税 9,073 9,247

法人税等調整額 △42,695 32,052

法人税等合計 △33,622 41,300

四半期純損失（△） △112,355 △808,692

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △112,355 △808,692
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

四半期純損失（△） △112,355 △808,692

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 3,381 4,092

為替換算調整勘定 △701 179

その他の包括利益合計 2,679 4,272

四半期包括利益 △109,676 △804,420

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △109,676 △804,420

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（3）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △145,977 △767,392

減価償却費 63,807 67,950

為替差損益（△は益） △11,949 △2,128

賞与引当金の増減額（△は減少） 77,508 △29,594

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △3,665 △3,650

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3,060 4,709

貸倒引当金の増減額（△は減少） 5,948 △4,915

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 2,478 2,762

受取利息及び受取配当金 △15,527 △14,313

補助金収入 － △22,536

支払利息 4,251 1,704

投資有価証券売却損益（△は益） △3 －

固定資産売却損益（△は益） △94 －

固定資産除却損 1,380 176

売上債権の増減額（△は増加） 626,565 49,159

たな卸資産の増減額（△は増加） △696,191 △256,161

仕入債務の増減額（△は減少） 4,756 127,647

その他の資産の増減額（△は増加） 17,136 △4,896

その他の負債の増減額（△は減少） △105,114 △7,545

小計 △171,630 △859,023

利息及び配当金の受取額 16,118 14,560

補助金の受取額 － 22,536

利息の支払額 △4,251 △1,752

法人税等の支払額 △283,699 △131,777

営業活動によるキャッシュ・フロー △443,463 △955,456

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △50,000 △50,000

定期預金の払戻による収入 50,000 50,000

有価証券の取得による支出 △1,800,000 △1,800,000

有価証券の償還による収入 2,400,000 1,800,000

有形固定資産の取得による支出 △42,818 △25,687

有形固定資産の売却による収入 100 500

無形固定資産の取得による支出 △35,432 △740

投資有価証券の取得による支出 △300,000 －

投資有価証券の売却による収入 5 －

その他 15,721 △159

投資活動によるキャッシュ・フロー 237,576 △26,086

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 909,078 861,648

短期借入金の返済による支出 △637,071 △393,813

長期借入れによる収入 － 100,000

長期借入金の返済による支出 △21,240 △21,240

自己株式の取得による支出 △303,800 －

配当金の支払額 △143,324 △138,254

財務活動によるキャッシュ・フロー △196,357 408,339

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2,076 4

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △404,320 △573,198

現金及び現金同等物の期首残高 6,843,491 7,570,149

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 6,439,170 ※ 6,996,950
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【注記事項】

（追加情報）

（会計上の見積りを行う上での新型コロナウイルス感染症の影響）

新型コロナウイルス感染症の拡大の影響に関しましては、前連結会計年度においては、当該感染症による影響が

少なくとも今後１年程度続くものとの仮定を置いて、繰延税金資産の回収可能性及び固定資産の減損等の会計上の

見積りを行っておりました。

　しかしながら、当第２四半期連結会計期間末において、入手可能な情報等を踏まえ改めて当該感染症による今後

の影響を検討した結果、その影響は徐々に改善するものの、当該状況による影響は当連結会計年度以後においても

一定期間続くものと仮定を変更しました。

　なお、当該見積りは現時点の最善の見積りであるものの、当該感染症の収束時期および経済環境への影響につい

ては不確実性が高いことから、異なる結果となる可能性があります。

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間（自　2019年４月１日 至　2019年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　2020

年４月１日 至　2020年９月30日）

※１ 当社グループの売上高は、通常の営業の形態として、第３四半期連結会計期間が他の四半期連結会計期間と比

べて高く、業績に季節的変動があります。

※２ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
　　至 2019年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
　　至 2020年９月30日）

荷造運搬費 501,523千円 288,794千円

給与手当 570,861 540,753

賞与引当金繰入額 200,012 104,222

役員賞与引当金繰入額 1,833 1,773

退職給付費用 32,127 12,441

役員退職慰労引当金繰入額 4,060 4,960

減価償却費 58,966 61,220

貸倒引当金繰入額 6,284 －

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとお

りであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
至 2020年９月30日）

現金及び預金勘定 6,489,170千円 7,046,950千円

預入期間が３か月を超える

定期預金
△50,000 △50,000

現金及び現金同等物 6,439,170 6,996,950
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年９月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月26日

定時株主総会
普通株式 143,220 25 2019年３月31日 2019年６月27日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月23日

定時株主総会
普通株式 138,220 25 2020年３月31日 2020年６月24日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

　当社グループは、業務用加工食材事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純損失（△）及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
至 2020年９月30日）

１株当たり四半期純損失（△） △19円77銭 △146円26銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純損失（△）

（千円）
△112,355 △808,692

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半

期純損失（△）（千円）
△112,355 △808,692

普通株式の期中平均株式数（株） 5,682,904 5,528,806

 （注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であり、潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2020年11月６日

ジーエフシー株式会社

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

名古屋事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 髙橋　浩彦　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松岡　和雄　　印

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているジーエフシー株

式会社の2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2020年７月１日から2020年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計

算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ジーエフシー株式会社及び連結子会社の2020年９月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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